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六
月
十
四
日
、
関
川
村
の
荒
川

河
川
敷
を
会
場
に
水
防
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
国
土
交
通
省
を

は
じ
め
、
新
潟
県
や
荒
川
沿
線
市

村
、
関
係
機
関
な
ど
で
組
織
す
る

荒
川
水
防
連
絡
会
が
主
催
。
出
水

期
を
前
に
洪
水
時
の
被
害
軽
減
を

目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

村
の
消
防
団
員
八
十
二
人
の
ほ
か
、

沿
線
市
村
の
消
防
団
員
、
関
係
者

な
ど
約
六
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
で
は
、
縄
の
結
び
方
や
土

の
う
な
ど
の
水
防
基
礎
訓
練
や
、

堤
防
か
ら
の
溢
水
を
防
ぐ
積
み
土

の
う
、
流
れ
か
ら
堤
防
を
守
る
木

流
し
工
、
月
の
輪
工
、
シ
ー
ト
張

り
工
な
ど
の
水
防
技
術
訓
練
を
本

番
さ
な
が
ら
で
実
施
。
ま
た
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ

る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
、

洪
水
期
を
前
に
水
防
体
制
の
強
化

と
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 

洪
水
期
を
前
に
対
応
を
確
認 

堤防の決壊を未然に防ぐ、「月の輪工」に本番さながら
で取り組む、関川村消防団員の皆さん。 

荒川水防訓練が 
　　関川村を会場に開催 

　
六
月
六
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
蔵
」

（
平
成
七
年
放
映
）
で
音
楽
を
担

当
し
た
深
草
ア
キ
さ
ん
の
コ
ン
サ

ー
ト
「
深
草
流
音
空
間
の
夕
べ 

『
蔵
』
」
が
、
舞
台
地
の
渡
邉
邸

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
で
四
回
目
と
な
る
コ
ン
サ

ー
ト
に
訪
れ
た
の
は
、
村
内
外
か

ら
約
百
十
人
。
三
月
か
ら
五
年
が

か
り
の
大
改
修
工
事
に
着
手
し
て

い
る
渡
邉
邸
内
は
、
床
板
や
天
井

な
ど
が
撤
去
さ
れ
て
い
る
た
め
、

即
席
の
床
板
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
昨
年
に
続

き
宮
内
庁
式
部
職
楽
部

で
宮
内
庁
楽
師
を
務
め

る
笙
奏
者
・
豊
剛
秋
さ

ん
と
共
演
。
二
人
は 

「
蔵
」
の
テ
ー
マ
曲
を

は
じ
め
「
荒
城
の
月
」

「
月
の
砂
漠
」
な
ど
全

十
曲
を
披
露
し
、
秦
琴

と
笙
が
奏
で
る
独
特
な

音
色
で
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
ラ
ス
ト
は
、
昨
年
に

続
い
て
下
関
祭
り
大
輪

の
祭
り
囃
子
の
皆
さ
ん

も
登
場
し
て
合
奏
。
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、
邸
内
に
響
き
渡
る
音
色
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

第
４
回
深
草
コ
ン
サ
ー
ト 

役場の業務時間 
　　変更のお知らせ 
9月1日から 
変更前　午前8時30分～午後5時30分 

変更後 

午前8時30分～午後5時15分 

　昨年度の人事院勧告に基づき、村職員の
勤務時間に関する条例の一部が改正され、
役場の業務時間が15分短縮となります。 
　国や県、他市町村ではすでに実施されて
いますが、関川村では９月１日からの変更
となります。 
　職員一同、さらなる住民サービスの向上
に努めてまいりますので、皆さんのご理解
ご協力をお願いします。 

■お問い合わせ先 
　総務課総務班　☎６４－１４７６ 

深草アキさんと共演した下関祭り大輪の祭り 
囃子の皆さん 
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六
月
十
七
日
、
川
北
小
学
校
の

校
舎
壁
面
に
巨
大
な
「
大
仏
の
絵
」

が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
社
会
科
の
授
業
で
学

ん
だ
「
奈
良
の
大
仏
」
の
大
き
さ

を
実
感
し
よ
う
と
六
年
生
四
人
が

中
心
と
な
っ
て
描
い
た
も
の
。 

　
制
作
は
、
体
育
館
で
五
年
生
六

人
と
一
緒
に
実
施
。
約
五
十
日
分

の
新
聞
紙
を
張
り
合
わ
せ
た
台
紙

に
、
墨
汁
と
ハ
ケ
な
ど
を
使
っ
て
、

縦
十
二
�
・
横
八
�
の
、
ス
ケ
ー

ル
三
分
の
二
の
大
仏
像
を
、
四
日

間
か
け
て
描
き
ま
し
た
。
朝
か
ら

行
わ
れ
た
建
立
式
に
は
、
全
校
児

童
三
十
三
人
や
教
職
員
全
員
が
参

加
。
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
三
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
か
ら
無
事
に
掲
げ
ら
れ
る

と
「
や
っ
た
ー
」
と
、
歓
声
が
起

こ
り
ま
し
た
。 

　
須
貝
恭
太
郎
さ
ん
（
六
年
・
高

田
）
は
「
全
校
児
童
三
十
三
人
の

健
康
と
閉
校
記
念
の
気
持
ち
を
込

め
て
作
り
ま
し
た
。
今
年
は
う
ま

く
上
げ
る
こ
と
が
出
来
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
」
と
、
出
来
栄
え
に

満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

奈良の大仏お目見え 
閉校記念で川北小 
　　６年生児童が制作 

　大石川の美化活動に取り組んでいる「大

石・山と川に親しむ会（高橋市太郎会長）」

が、環境省の「水・土壌環境保全活動功労

者」に選ばれました。 

　表彰は、環境保全に功績があった団体や

個人をたたえようと環境省が実施している

もの。同会では、大石川流域にミズバショ

ウ、アヤメなどの植栽活動や清掃など、美

化活動を続けていることが評価され今回の

受賞となりました。 

　表彰式は、６月９日に県庁で行われ、渡

辺正県民生活・環境部長から高橋市太郎会

長に表彰状が手渡されました。 

　おめでとうございました。 

大石川の美化活動に功績表彰 
～大石・山と川に親しむ会～ 

　
五
月
二
十
三
日
、
大
石
・
山
と

川
に
親
し
む
会
（
高
橋
市
太
郎
会

長
）
主
催
の
「
大
石
川
源
流
と
月

夜
平
ブ
ナ
原
生
林
探
訪
会
」
が
行

わ
れ
、
村
内
外
か
ら
四
十
三
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
地
元
の
山
と
川
の

達
人
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

約
三
千
坪
の
ブ
ナ
原
生
林
の
あ
る

月
夜
平
に
到
着
。
そ
こ
で
山
菜
入

り
の
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行

わ
れ
、
参
加
者
は
、
豊
か
な
自
然

の
中
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
い
ま
し
た
。 

月
夜
平
ブ
ナ
原
生
林
で 

心
身
と
も
に 

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

▲月夜平でのハーモニカ演奏会 

　ダム湖をカヌーに乗り、普段見ることので

きない景色をのんびり眺めてみませんか？カ

ヌーならではのドキドキ感、水面との距離が

近い絶景があなたを待っています！  

◆問い合わせ先 

　村観光協会（役場農林観光課内） 

　☎64－1478

大石ダムをカヌーで探検しませんか？ 

�
６
月
21
日
に
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー 

　
探
検
の
よ
う
す 




